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きもの園遊会・大じばさん展

　　　〉マルチメデイアフエスティバル’98

　　　　　　　　〉十日町市女性議会
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i第羅回新潟県きもの園遊会in十日町
　　　　10日／昭和町通り　JR十日町駅東ロ公園

響鞭i歴購灘懸編臨ち難素轡壌
　崖膠繭振興することは十日町市民として永久に課せられた使命。

歴纂と伝統からなる「きもの」、新装された昭和町の「街並み」、

・商業界の「十の市」を取り入れた「きもの園遊会」を昨年に続

いて開きます。

　　　　　　罵

　　　　　〃70

　　　　暫疹

　　　　か痔
　　　　670

欝β

！

～

窺

、講憾難雛臼撚
難難
欝

　クロス10　開館15周年記念

欝金国地場産業交流フェア「大じばさん展」
鐵1，　　　　　　　　　　　　10・11日／クロス10

　　　　　　　　羅醐騰鐵辮麟ll灘灘

　　　　　　噸礁囎騨臨櫨躍喫欝黙猷日騙爵膿潔町中　

　　　　鉱
　　　雛認回「市（いち）のまちサミット」

顯・．　　　　　　　9・10日／当間高原リゾート「ベルナティオ」

欝・穰

穰欝窟簾含ち堕誘瓢瑠藩畿1灘
　欝代の「市」のあり方、そして地域間の交流と連携のあり方を探り、

　21世紀のまちづくりに向けて、お互いに手を携えていきます。
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岱
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串
十
日
町
駅
東
口
公
園

（
歩
行
者
天
国
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
一
一
ー
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昭
和
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通
り
午
前
1
1
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
プ
カ
ッ
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・
ゲ
ス
ト
紹
介
・
鏡
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
茶
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…
東
・
公
園

　
　
　
　
　
　
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
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－
東
・
公
園
・
特
設
ス
テ
ー
ジ

▼
ゲ
ス
ト
　
司
葉
子
さ
ん

　
映
画
「
君
死
に
た
ま
う
こ
と
な
か
れ
」

で
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
1
5
0
本
に
出
演
。

代
表
作
は
「
秋
臼
和
」
「
紀
の
川
」
「
乱
れ

雲
」
。
「
紀
の
川
」
で
は
7
つ
の
主
演
女
優

賞
（
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
￥
キ
ネ
マ
旬
報
賞
￥

毎
臼
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
賞
、
日
本
映
画
記

者
会
賞
．
ホ
ワ
イ
ト
ブ
ロ
ン
ズ
賞
、
ミ
リ

オ
ン
パ
ー
ル
賞
、
福
岡
市
民
映
画
コ
ン
ク

ー
ル
賞
）
を
受
賞
。
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穰
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雛
灘
・
．

■午前11時15分～正午　琴、民謡、舞踊をお楽しみください。

■午後1時30分～3時
　・着付けの舞　’97全日本きものの女王佐々木駒枝さん

　・司葉子卜一クショー　「私ときもの」

　・お楽しみ大抽選会　　　※きものを着ている人が対象です。

十日町

東口公園

駅
通
り

智泉寺／萎

「和塒昭後
止

　
午
行

　
　
～
通

　
時
面

　
9
全

　
　
コ
モ
射
［副
校

ステージショー優待券、お茶席券、お楽しみ抽

。商工会議所にて販売。

十
（
と
お
）
の
市

　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時

・
地
場
産
野
菜
市

・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　
た
く
さ
ん
の
お
買
得
商
品
用
意
。

　
皆
さ
ん
の
持
ち
込
み
商
品
も
大
歓

　
迎
。
手
数
料
な
し
で
売
買
金
額
を

　
そ
の
ま
ま
お
返
し
し
ま
す
。

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
出
店
料
は
無
料
。
ど
し
ど
し
出
店

　
く
だ
さ
い
。

　
※
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
は
商
工
会
議

　
所
（
智
5
7
1
5
1
1
1
）
へ
。

ミ
ス
撮
影
会

　
場
所
　
智
泉
寺
境
内

　
モ
デ
ル
は
、
全
日
本
き
も
の
の
女

　
王
、
新
潟
県
き
も
の
の
女
王
、
ミ

　
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
皆
さ
ん
。

歴
史
遺
産
の
十
日
町
織
物
展
示
会

　
場
所
　
水
月
寺

花
い
っ
ぱ
い
即
売
コ
ー
ナ
ー

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
栽
培
さ
れ

　
た
か
わ
い
ら
し
い
花
々
で
す
。

人
力
車

　
東
口
公
園
（
東
屋
）
の
お
茶
席
と

　
昭
和
町
通
り
を
往
復
し
ま
す
。

染
色
体
験
コ
ー
ナ
ー

華
道
展

き
も
の
小
物
販
売

き
も
の
の
香
り
展

飲
食
コ
ー
ナ
ー

◎
き
も
の
テ
ィ
ー
ン
㊥

　
き
も
の
の
大
好
き
な
1
6
歳
～
2
0
歳

未
満
の
女
性
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

商
工
会
議
所
（
智
5
7
i
5
1
1
1
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　第12回十目町生そぱまつり糊0月個一31目

〈全国そば昧覧比べ〉　　　　　〈そば打ち体験道場〉　　　　　〈そぱ処めぐり〉

レ10日　午前10時30分～午後6時　　　　レ10日　午後2時～4時　　　　　　　期間は10月の1か月間。8店全店

レ11日　午前10時30分～午後4時　　　　レ11日　午前9時～11時　　　　　　　をまわった皆さんに2つのラッキー

レクロス10　バザール広場　　　　　　　　　　　　　　午後2時・》4時　　　藩ヤンス／

　会津・磐梯そば、奥信濃・富倉そ　　　レクロス10講義室　　　　　　　　　①ペア4経を温泉の旅招待

ば、松代・日の出そば、守門・須原　　　参加費1，000円　各回先着15人　　　②2，500円分そば券も綴蕪進呈

そば、地元そばの自慢の味。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③全店「目玉金薗讐実施

2



　全国30の地場産センター集合
高岡《富山県）、諜笠（岡幽県）、久留米《福岡県）、
ひあくず
日田玖珠（大分県）、静岡県西部、石測県、高難県、

　　　　　　　　　はんゆ和歌幽（和歌山県）、秩父（埼玉県）、飯縫1長野県）、

ツ蝶
き

腸
ま
｝

十
♪
‘

鍾
じ

胴麟
　
邸
輪

　
つ

蠣灘駿繍難濃灘撒鷲騰・とき10月10日出・11日（日）午前10時～午後5時
　　　おきたま後（灘府）謂賜（離整羅（群騨）・献レところクロス10
阪（大阪府）、三重北勢（二重県）、道北（北海道）、

高島（滋賀県）、新潟県県熱山梨県富士lll、但馬　　　レテープカット10年10月10日・午前10時

（兵庫県）、山口・防府（山日県）、八戸（青森県〉、

木曽（長野県）の地域地場産業振興センター

全国地場産業交流フェア〈大ホール〉

霧大じばさん展　　北は北海道から南は九州まで、全国40

地域の地場産業振興センターのうち30地域のセンターが

出展。各地域の特産品を一堂に集め、展示販売。

笏実演　　　　　v磁義
〉蒔絵　長野冬季オリンピ

　ックメダルにも用いられ云

　た技法です。メダル制作

　担当者来館。

レ秩父捺染プリンター「花

　日記」会場内で体験がで

　きます。

〉包丁研ぎ

構成市町村交流フェア〈大ホール〉

笏クロス10構成の10か市町村、越後妻有郷の観光紹介

十日町きものフェア〈中ホール〉

笏きもの新商品「散歩着」などの展示即売会

脅手織り実演・体験コーナー
　　　　あいゆう　む笏絞りサークル「藍・遊・夢」による絞り制作実演・展示販売

笏まゆコサージュなど工芸品の制作実演・展示販売

全国地場産品が当たる「大抽選会』
　　　　　　　　　　　　〈2階ロビー一〉

笏地場産業交流フェア会場（大ホール）でお買い上げの皆

さんに抽選（1，000円で1枚、2枚で1回抽選）で各地域

の特産品を進呈

十日町新産業フェア〈2階ロビーほか〉

笏えのき茸の新料理法大集合展

　試作品の展示、新料理法の解説書（レシピ）配布

勿進出企業商品（ネクタイ、食肉、皮製品）の展示販売

「えのき茸」新料理法　募集！

食の新産業を代表する「きのこ産業」。生産量は魚沼地

域で全国シエアの10％を占め、十日町農協からの出荷が

全国消費の7％を占めています。

えのき茸の消費時期は冬の鍋。夏の消費拡大とイメー

ジアップのための新料理法を募集。試作のえのき茸は十

日町農協より支給されます。

《内　　容》えのき茸をメーンにした食品・料理なら、

　　　　すべてOK。
《申し込み》10月4日（日）午後3時までにクロス10（暦57

　　　　－2323）へ。

〈サミット加盟市・町〉

○今市市（栃木県）

oノ「旧市場市（千葉県）

oあきる野市（東京都）

o上市町（富山県）

〇三ケ日町（静岡県）

〇四日市市（三重県）

○八日市市（滋賀県）

下市町（奈良県）

〇六日市町（島根県）

o廿日市市（広島県）

市場町（徳島県）

〇六日町（新潟県）

〇十日町市

o印が第3回参加市・町

　
　
　
い
ち

　
　
　
市
の
ま
ち
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　
　
　
と
き
1
0
月
9
日
・
1
0
日

　
　
　
　
　
と
こ
ろ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
ほ
か

　
第
1
回
サ
ミ
ッ
ト
は
平
成
7
年
5
月
に
東
京
都
五
日

市
町
（
現
あ
き
る
野
市
）
で
、
第
2
回
目
は
翌
8
年
8

月
に
滋
賀
県
八
日
市
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
4
月
に
は
三
重
県
四
日
市
市
で
「
よ
っ
か
い
ち

百
年
大
市
」
が
開
か
れ
て
ク
ロ
ス
ー
0
が
物
産
展
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
く
4
月
に
広
島
県
廿
日
市
町
で

「
市
制
施
行
1
0
周
年
、
庁
舎
・
文
化
セ
ン
タ
ー
落
成
記

念
式
典
」
が
開
か
れ
て
記
念
式
典
・
交
流
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
回
十
日
町
市
で
第
3
回
目
の
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
7
市
6

町
が
サ
ミ
ッ
ト
の
仲
間
に
な
っ
て
お
り
、
当
市
を
含
め

7
市
4
町
が
参
加
し
ま
す
。

　
9
日
は
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
に
お
い
て
サ
ミ
ッ
ト
会
議
が

行
わ
れ
、
1
0
日
に
は
ク
ロ
ス
ー
0
の
開
館
1
5
周
年
記
念
行

事
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
へ
の
出
席
、
大
じ
ば

さ
ん
展
や
園
遊
会
な
ど
を
視
察
し
ま
す
。

　
【
サ
ミ
ッ
ト
会
議
】
9
日
午
後
3
時
1
5
分
～

　
　
　
「
市
の
ま
ち
か
ら
の
情
報
発
信
」
に
つ
い
て
、

　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
三
堀
裕
雄
氏
・
山
と
渓
谷

　
　
社
編
集
長
）
を
交
え
て
の
意
見
交
換
。

3　　平成10年9月25日号
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急
激
に
情
報
化
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
が
進
む
世
の
中
で
、
私
た
ち
の

生
活
は
今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
来
る
べ
き
情

報
化
社
会
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
、
恒
例
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン

ト
が
9
月
1
2
日
出
・
1
3
日
㈲
の
両
日
、
ク
回
ス
ー
0
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
h
越
後
妻
有
9
8
」
と
題
し
た
今

年
は
、
新
潟
県
立
自
然
科
学
館
と
会
場
を
結
ん
で
の
楽
し
い
実
験
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
、
プ
リ
ン
ト

ク
ラ
ブ
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
2
日
間
の
入
場
者
数
は
過
去
最
高

の
1
6
0
0
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世

界
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

イ
ン
タ
喜
ネ
ツ
ト
と
は
「
ネ
ツ
ト
ワ

ー
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
世
界
で
1
億
人
以
上
が
利
用

し
て
い
る
巨
大
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

情
報
網
で
す
。
こ
の
情
報
網
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
世
界
中
に
距
離
や
時

間
を
超
え
た
情
報
の
受
発
信
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
地
域
や
企
業

の
活
性
化
に
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
支
え

る
通
信
技
術
や
情
報
機
器
の
発
展
も

め
ざ
ま
し
く
、
数
年
前
で
あ
れ
ば
夢

の
よ
う
な
高
性
能
機
器
も
、
今
で
は

手
軽
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
が
り
は
私

た
ち
の
生
活
・
産
業
・
経
済
活
動
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
確
実

で
す
。
今
は
世
界
中
が
よ
り
効
果
的

な
使
用
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
当
地
域
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

世
界
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催
期
間
中
の
両
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
総
合
講
座
が
2
回
に
わ
た
っ
て
開

か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
2
0
代
か
ら
6
0

代
ま
で
の
1
3
人
の
皆
さ
ん
が
講
座
に

参
加
し
ま
し
た
。
講
座
を
終
え
た
参

加
者
は
一
様
に
、
時
間
と
距
離
に
と

ら
わ
れ
な
い
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
の
登
場
に
、
新
た
な
時

代
の
到
来
を
予
感
し
て
い
ま
し
た
。

世界への扉インターネットを体験

　
1
2
日
の
午
後
か
ら
は
会
場
の
ク
ロ

ス
ー
0
と
新
潟
県
立
自
然
科
学
館
を
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
結
ん
で
、
楽

し
い
実
験
や
、
自
然
科
学
館
の
紹
介

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
小
学
校

の
子
供
た
ち
1
2
人
を
含
む
5
0
人
の
参

灘

自然科学館と一体化した会場風景

加
者
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ

た
実
験
や
、
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
制
作
、

紙
ス
タ
ン
ド
づ
く
り
な
ど
に
挑
戦
。

画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
自
然
科
学
館

か
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
数
々
の

実
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
来
年
公
開
予
定
の
恐
竜
展

覧
会
の
紹
介
が
行
わ
れ
る
と
、
参
加

者
は
映
し
出
さ
れ
る
化
石
に
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
子
供
た

ち
か
ら
熱
心
な
質
問
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
授
業
と
変
わ
ら
ぬ
盛
り
上
が
り

を
み
せ
て
実
験
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
将
来
、
T
V
会
議
シ
ス
テ
ム
が
職

場
や
学
校
に
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り

在
宅
勤
務
を
は
じ
め
出
張
費
用
の
縮

減
、
興
味
あ
る
講
義
を
自
由
に
受
講

で
き
る
な
ど
の
環
境
が
整
い
ま
す
。

　
日
々
進
歩
す
る
通
信
技
術
や
あ
ふ

れ
る
情
報
の
中
で
私
た
ち
は
ど
の
よ

う
な
道
に
進
む
べ
き
な
の
か
。
そ
の

答
え
に
少
し
で
も
近
づ
こ
う
と
、
今

年
は
「
教
育
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」

を
テ
ー
マ
に
、
2
人
の
講
師
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
新
潟
青
陵
女
子
短
期
大
学

の
南
雲
秀
雄
助
教
授
を
迎
え
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
教
育
」
と
題
す
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
講

師
は
日
米
の
教
育
現
場
で
の
イ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

教育現場は技術と情報をどう使うのか

4



ぼくらの禾来
一◆　▲■■』一■」　一一

／ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
に
注
目
し
、

両
国
に
み
ら
れ
る
特
徴
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
教
育
現
場
で
は
何

ら
か
の
情
報
発
信
を
し
よ
う
と
い
う

時
に
最
新
技
術
や
奇
抜
さ
が
注
目
さ

れ
る
が
、
発
信
情
報
を
組
み
立
て
る

た
め
の
学
習
機
会
が
極
端
に
不
足
し

て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
2
日
目
は
高
田
養
護
学
校
の
笠
原

勇
一
教
諭
を
迎
え
「
県
内
の
養
護
学

校
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
に

つ
い
て
」
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
活
弱
者
に
と
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
指
摘

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

障害者に温かい道具は
　　　　健常者にも温かい

　　　高田養護学校教諭笠原勇一

　コンピュータは今や障害を持つ人たちにとっ

て社会的なハンディキャップを補うためのかけ

がえのない手段です。例えば、体が不自由な人

は寝たきりの状態でも入力装置の工夫でコンピ

ュータを操作できるようになります。また聴覚

や視覚に障害をもつ人には専用機器によって文

書を自動的に読み上げたり点訳することも可能

になりました。

　意思伝達手段としてコンピュータが普及する

ことは、健常者よゆ情報を必要とする障害者に

とって大きな朗報なのです。またマウスなどの

入力装置一つをみても障害者に使いやすく温か

恥道具は健常者にも温かいはずです。

　子供たちには障害の有無にかかわらず、コン

ピ証一タを使った様々な体験が一人ひとりの能

力にあわせた学習への動機付けになOます。一

方で子供たちがみせる「飽き」という現象は、

個々の成長をあらわしています。そのため周囲

の者がその子の興味や能力を考慮して、適切な

環境を提供することが大切になってきます。

　コンピュータの機能進化が進んだとしても、

最終的に使うのが子供たちや障害者である場合、

シンプルで使いやす恥ことに細心の気配りをす

べきです。

　
猷

難
蘇
囎
繊
雛

顧
羅
纏

勃
撰

　
　
轍

鞭
鑛

　
9
月
1
2
日
ω
～
1
4
日
㈲
の
3
日

間
、
十
日
町
市
立
理
科
教
育
セ
ン
タ

ー
主
催
に
よ
る
第
2
6
回
発
明
工
夫
・

模
型
展
と
第
1
4
回
生
物
標
本
展
が
ク

ロ
ス
ー
0
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
展

示
会
は
中
魚
沼
郡
と
十
日
町
市
内
の

小
中
学
校
計
4
0
校
に
通
う
児
童
生
徒

1
1
4
8
人
（
1
2
3
7
点
）
の
作

品
を
一
堂
に
展
示
し
た
も
の
で
す
。

　
展
示
作
品
の
中
に
は
、
空
き
缶
な

ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
環
境

保
護
を
訴
え
る
作
品
や
、
こ
の
夏
の

思
い
出
を
詰
め
込
ん
だ
作
品
な
ど
い

ず
れ
も
力
作
揃
い
で
、
会
場
を
訪
れ

た
大
人
た
ち
は
子
供
の
発
想
の
豊
か

さ
と
夢
の
大
き
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
開
催
期
間
中
の

入
場
者
数
は
4
5
0
0
人
以
上
を
記

録
す
る
な
ど
、
会
場
は
出
展
作
品
を

探
す
親
子
づ
れ
な
ど
で
、
連
日
の
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

噛鷲

蝋鰍

市長賞「雑誌で

　　　　　　　　　入賞作品一覧
　　　　　　（市内小中学生の入賞作品のみ掲載・敬称略）

　　　　　　　　　　　発明工夫・模型展

◆発明工夫の部学校賞＝十日町小学校・十日町中学校〈発明工夫の部特別

賞〉◆市長賞＝樋ロ翼（水沢小）「安全なつえ」・山田博（西小）「あけあけ

君」◆市議会議長賞＝金井幸喜（中条小）「ひと目でわかる夏の夜空」◆商

工会議所会頭賞＝高橋充（西小）「減塩しょう油さし」◆地元新聞社賞＝宮

澤正春（水沢中）「かんたん身長計り」◆発明協会会長賞＝阿部靖子（十小）

「ゴム板おぼん」◆理科tzンター所長賞二小島広亘（十中）「イライラshut

コード」〈模型の部特別賞〉◆市長賞二田村瑞季・田村友里（川治小）「は

っぱのどうぶつたち」・柳あすか（水沢小）「雑誌で作ったセミ」◆商工会

議所会頭賞＝福原汐織（中条小）「花火」・西野和臣（十中）「21世紀に向け

て残された課題」◆織物組合理事長賞＝根津干尋（十小）「夏の森の虫たち

のパラダイス」◆地元新聞社賞＝金沢奈津美（水沢小）「たのしいかわら」

◆発明協会会長賞二雲野保美（西小）「白い愛の祭典」

　　　　　　　　　　昆虫標本・植物標本展

◆昆虫標本の部学校賞二六箇小学校・十日町中学校◆植物標本の部学校

賞＝東下組小学校〈生物標本展優秀賞〉◆昆虫標本の部＝福崎孝介、俵山

翔、徳永峻也、福崎沙耶花、俵山歩、福崎正典、徳永香菜（六箇小）「六箇

の虫標本」・真霜昌裕（西小）「ちようの標本」・真霜孝裕（西小）「ちょう

の標本」・越井雄也（十中）「昆虫のぬけがら標本」◆植物標本の部＝池田

香夏子（下条小）「おしぱな」・水落響（東下組小）「森や林の日かげの植物」・

尾身晴香（西小）「身近な檀物」・西野舞（十小）「池沢の夏の花」・池田達

哉（南中）「いろいろな植物」

平成10年9月25日号5
繍



1階

、

26人の女1生議員を募集します

十目町市女性議会
みんなが参加し、伝えよう！
　～女性が描く蟻まちづくり”～

一
般
の
皆
さ
ん
は

ぜ
ひ
傍
聴

し
て
く
だ
さ
い
4

・とき：11月1日（日）開会／午前9時30分閉会／午後4時（予定）・ところ＝市役所議場

　　女性の皆さんの声を広くお聴きしようと、初

　めての「十日町市女性議会」を計画しました。

　この計画は、30歳代から60歳代の17人の女性の

　皆さんと市が一緒になって作り上げました。

　　議員となって、日ごろ感じていることや考え

　ていることを提言してください。
【開催の趣旨】

市政は、身近な生活に密着した課題から、市民全体にか

かわる課題まで幅広い分野にわたります。

この議会は、市政の様々な課題について女性が話し合い、

整理した意見を、行政に対して提言する場です。

行政は、これら提言を今後の市政の活動に反映させてい

きます。あわせて、市政および市議会に対する関心を高め

ていきます。

【議会の方法】　　「委員会」と「本会議」を開きます。

委員会／本会議当日までに市役所で数回開きます。

　　議員の意見・提案要旨を類似する項目ごとにまとめ

　て3～4の委員会を設けます。議員は各委員会に所属

　して数回の話し合いを行い、意見を整理し、本会議で

　行う提言内容を決めます。

本会議／11月1日（日）午前9時30分～午後4時（予定）市

　役所議場で開きます。

　　委員会で決めた提言内容について質疑します。

【議員の資格】

市内に住んでいる20歳以上（平成10年11月1日現在）の

女性とします。

【募集議員数】

26人（市議会の議員数と同じです。先着順）

【申し込み先】

氏名、年齢、町名、電話番号、職業、意見・提案要旨を

10月9日働までに下記へお願いします（電話可）。

企画人事課・広報広聴係　a57－3111・FAX52－4635

【その他】　本会議当日は、保育室を設ける予定です。

終憲冤・発竃要讐の霧糊鎌

騰灘欝馨盤雛霧鰻一難雛難叢i難麟灘箋園㈱整備麟欝

欝逡業繊鰯鍵爆業薙業纏蕪雛麟灘腰整懸灘
熊蒸繊、鰯鍵一霧難騰数欝・懸灘薮欝禰灘鑛．・叢溝・叢

　欝籔縫薩雛㈱撫興蒸灘
欝馨濃i曝競鐵鰯鰹一一墾繊難・、蕪轍難難整備嚢嚢遜獲『

　墾i・購灘難i策のi難i進慧欝

蕪麟遷繊鑛懸璽＿薩療懲鰯騰鍵．雛謙鞍灘
　騰齢講纏叢鱒難簾蒸灘

騰叢雛繋饗欝鞭懸灘纏繍塗誌詩縷雛灘㈱馨i欝・・難難闘

　嚢灘灘灘進．麟際繋灘纏難鐘i麟獲

ー
鑛
灘
鵬
絋
撰
鞭
．
灘
蕪
霧
灘
ー

　
　
漁
沼
図
蹴
縣
．
擁
瓢
謙
鐵
灘
麟
諺
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯
．
灘
、
灘
戦

　
　
　
　
　
翻
羅
灘
灘
麟

　
　
　
　
　
．
．
、
、
皿
灘
．
　
灘
繕
卿

　
　
　
　
　
　
踏
．
璽
　
肇
　
　
．
轍
籔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
7
密
h
、

　
昨
年
か
ら
行
っ
て
き
た
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
も
4
回
目
に
な
り

ま
す
。
今
回
は
ご
み
を
拾
う
だ
け
で
な
く
、
紅
葉
の
美
し
い
魚
沼

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
、
自
然
観
察
を
す
る

計
画
で
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
　
時
　
1
0
月
1
8
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分
～
正
午

■
集
合
場
所
　
市
役
所
正
面
駐
車
場
（
市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
）

■
コ
ー
ス
　
市
役
所
↓
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
十
二
峠
（
中
里
村
）

　
　
　
　
　
　
↓
魚
沼
展
望
台
↓
十
日
町
展
望
台
↓
護
国
観
音
↓

　
　
　
　
　
　
八
箇
峠
↓
市
役
所

■
内
　
　
容
　
　
「
自
然
観
察
」
と
「
ご
み
拾
い
」

　
　
　
　
　
　
※
自
然
観
察
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
兼
ね
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
す
。
距
離
は
約
3
㎞
。
植
物
や
動
物
に
詳
し
い
指

　
　
　
　
　
　
導
員
を
講
師
に
お
願
い
し
て
解
説
し
て
い
た
だ
く

　
　
　
　
　
　
予
定
で
す
。
双
眼
鏡
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
く

　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
ご
み
拾
い
は
、
展
望
台
や
護
国
観
音
な
ど
、
ポ
イ

　
　
　
　
　
　
ン
ト
を
決
め
て
行
い
ま
す
。
景
品
が
当
た
る
「
分

　
　
　
　
　
　
別
ク
イ
ズ
」
も
行
い
ま
す
。

■
定
　
　
員
　
1
0
0
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
2
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
。
当
日
徴
収
）

■
そ
の
他
　
軍
手
、
雨
具
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
（
ご
み
袋
は

　
　
　
　
　
　
主
催
者
で
用
意
）
。

■
申
込
み
　
1
0
月
1
2
日
㈲
ま
で
に
市
民
生
活
課
・
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
）
へ
。
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『
妻
有
の
い
し
ぶ
み
』
展

会
期
　
1
0
月
1
6
日
㈹
5
1
1
月
1
5
日
㈹

　
　
　
　
（
会
期
中
無
休
）

　
　
　
※
1
1
月
3
日
㈹
・
文
化
の
日
は

　
　
　
無
料
公
開
日
で
す
。

会
場
　
十
日
町
市
博
物
館

霧　職難

　　　OB、OG、現役　み・んなで集合

冑年学級開設50周年記念集会

　十日町青年学級が青年講座として昭和23年に開設して以

来、今年で50年目を迎えます。県内に数多くあった青年学

級も、今では十日町青年学級ただ一つとなりました。この

ことは代々の学級生の継続力の証です。

　50年という大きな節目にあたり、「十日町青年学級開設50

周年記念集会」を計画しました。一緒に学んだ仲問や先輩、

後輩とともに集い、語り合いながら楽しいひとときを過ご

したいと考えています。青年学級で学んだ皆さん、お誘い

合わせてご出席ください。

　
博
物
館
と
博
物
館
友
の
会
で
は
、
特
別
展
『
妻
有
の
い
し

ぶ
み
』
展
を
開
き
ま
す
。

　
友
の
会
研
究
グ
ル
ー
プ
「
い
し
ぶ
み
の
会
」
で
は
、
先
人

の
精
神
文
化
を
と
ど
め
る
貴
重
な
「
い
し
ぶ
み
」
遺
産
が
日

ご
と
、
年
ご
と
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
昨
今
、
津
南
町
、
川
西

町
、
中
里
村
を
含
め
た
妻
有
郷
全
域
を
網
羅
し
た
3
千
6
百

余
基
と
い
う
膨
大
な
数
の
石
造
遺
物
に
つ
い
て
3
年
間
に
及

ん
だ
調
査
研
究
を
終
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
集
大
成
と

し
て
昨
年
、
『
妻
有
の
い
し
ぶ
み
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
何
気
な
く
見
落
と
し
て
き
た
「
い
し
ぶ
み
」
は
、

私
た
ち
先
祖
の
自
然
と
の
激
し
い
闘
い
、
生
活
の
祈
り
や
強

い
願
い
な
ど
、
生
き
て
い
る
郷
土
の
歴
史
で
あ
り
、
貴
重
な

財
産
で
す
。

　
路
傍
に
た
た
ず
む
石
仏
や
庚
申
塔
、
神
社
境
内
に
並
ん
で

い
る
塔
や
記
念
碑
な
ど
を
実
物
・
写
真
パ
ネ
ル
を
交
え
展
示

解
説
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

耀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黛
　簸還　きi魏月麗鰍鐡　鑛後玉時一癒騎舗分
　繋巻選轟　塗園課麹縫幾1撫一灘謬

　囎容．式典　　　　　　　　1
　　　　　　縛蕉覇緒欝礫羅

　　　　　　業認念講話
　　　　　　　嘗鐸　稔誉灘《薪潟県教蒋鞭長）

　　　　　　業祝賀会
　　　　　　　　欝後3購i3⑧発～　会費3，駒⑳周〉

　　案内パガキが届いていない皆さん！

　9月中旬に、関係者の皆さんには案内ハガキを郵送しま

した。もし届いていなかったら、十日町市公民館（姪57－

5011・FAX57－5010）までご連絡ください。

回國圃圃団回図「
事
前
」
届
出
制
か
ら

　
　
　
「
事
後
」
届
出
制
へ

　
従
来
は
、
大
規
模
な
土
地
取
引
を

行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
契
約
の

締
結
前
に
届
出
が
必
要
で
し
た
が
、

今
後
は
「
規
制
区
域
」
「
監
視
区
域
」

「
注
視
区
域
」
が
指
定
さ
れ
て
い
な

い
地
域
（
現
在
、
十
日
町
市
内
は
指

定
区
域
な
し
）
に
お
い
て
は
、
契
約

の
締
結
後
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
事
後
届
出
制
は
、
平
成
1
0
年
9
月

1
日
以
降
に
締
結
さ
れ
る
契
約
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

届
出
の
必
要
な
取
引
は

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
ど
お
り

　
届
出
が
必
要
と
な
る
土
地
取
引
は

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て
売

買
な
ど
の
取
引
を
し
た
と
き
、
従
前

と
同
様
、
取
引
面
積
が
左
記
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
①
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画

　
　
区
域
　
　
　
5
、
0
0
0
㎡
以
上

　
②
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
1
0
、
0
0
0
㎡
以
上

　
③
市
街
化
区
域
（
市
内
は
区
域
な

　
　
し
）
　
　
　
2
、
0
0
0
㎡
以
上

士
地
の
取
得
者
は

　
　
2
週
間
以
内
に
届
出

　
届
出
者
は
、
こ
れ
ま
で
は
取
引
の

当
事
者
（
売
買
の
場
合
は
、
売
主
と

買
主
）
で
し
た
が
、
事
後
届
出
制
で

は
土
地
の
取
得
者
（
買
主
）
の
み
と

な
り
ま
す
。

　
届
出
は
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
2
週
間
以
内
に
、
土
地
の

所
在
す
る
市
役
所
・
町
村
役
場
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

開
発
行
為
が
伴
う
士
地
取
得
は

　
　
　
　
　
事
前
の
協
議
が
必
要

　
国
土
利
用
計
画
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
事
後
届
出
制
に
変
わ
り
ま
し

た
が
、
開
発
行
為
が
伴
う
場
合
に
つ

い
て
は
、
「
新
潟
県
大
規
模
開
発
行
為

の
適
正
化
対
策
要
綱
」
に
よ
り
、
土

地
の
取
得
前
に
開
発
行
為
の
事
前
協

議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
取
引
面
積
の
要
件
は
国
土
利
用
計

画
法
と
同
じ
で
す
。

■
問
合
せ

　
新
潟
県
庁
・
土
地
利
用
対
策
課

　
（
智
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
1
1
）

　
市
役
所
・
企
画
人
事
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
智
5
7
1
3
1
1
1
）
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臨時福祉特別給付金が

　　　支給されます　講

問合先　健康福祉課高齢福祉係盈57－3111内線135・136

　　　　市民生活課国民年金係　　　　　内線151・152

　
平
成
1
0
年
分
所
得
税
等
の
特
別
減
税
の
追
加
実
施
に
関
連
し
、
老
齢
福

祉
年
金
の
受
給
者
等
や
高
齢
の
低
所
得
者
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
、

低
所
得
の
在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
に
対
す
る
在
宅
介
護
の
支
援
を
す
る
た

め
、
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
支
給
対
象
者
、
支
給
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
支
給
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
は
、
11
月
30
日
㈲
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
1
0
年
8
月
1
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
今
年
8
月
分
の
次
の
い

ず
れ
か
の
年
金
、
手
当
を
受
給
で
き

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
老
齢
福
祉
年
金

②
障
害
基
礎
年
金
等
…
の
年
金
証
書

　
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
3
桁
が

　
「
朧
」
ま
た
は
「
獅
」
　
ω
年
金

　
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
3
桁

　
が
「
獅
」
ま
た
は
「
朧
」

③
遺
族
基
礎
年
金
等
…
の
年
金
証
書

　
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
3
桁
が

　
「
篇
」
ま
た
は
「
獅
」
　
ω
年
金
証

　
書
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
3
桁
が

　
「
聞
」
、
「
㎝
」
、
「
朧
」
ま
た
は
「
麗
」

④
児
童
扶
養
手
当

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当

⑥
特
別
障
害
者
手
当

⑦
障
害
児
福
祉
手
当

⑧
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

⑨
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
（
医
療
特
別

　
手
当
、
特
別
手
当
、
健
康
管
理
手

　
当
、
保
健
手
当
）

　
注
1
　
右
記
②
の
ω
ま
た
は
③
の

ω
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
1
0
年
度

分
の
個
人
の
市
民
税
が
課
さ
れ
な
か

っ
た
人
（
本
人
が
、
他
の
人
の
1
0
年

度
分
の
市
民
税
額
の
算
定
に
際
し
、

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族

と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
他
の

人
に
1
0
年
度
分
の
市
民
税
が
課
せ
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
）
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
注
2
　
該
当
し
て
も
、
基
準
日
に

お
い
て
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
、

社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
別
途

同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
の
で
、

福
祉
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
基
準
日
に
お
い
て
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
、
あ
る
い
は
1
0
年
度

分
の
市
民
税
所
得
割
が
課
さ
れ
な
か

っ
た
人
（
本
人
が
、
他
の
人
の
1
0
年

度
分
の
市
民
税
額
の
算
定
に
際
し
、

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族

と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
他
の

人
に
1
0
年
度
分
の
市
民
税
所
得
割
が

課
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
基
準
日
に
お
い
て
、
1
0
年
2
月
1

　
日
以
前
か
ら
寝
た
き
り
、
ま
た
は

　
痴
呆
等
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
常

　
時
の
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
6
5

　
歳
以
上
の
人
（
昭
和
8
年
8
月
1

　
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

②
今
年
8
月
分
の
特
別
障
害
者
手

　
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
福
祉
手
当

　
（
経
過
措
置
分
）
を
受
給
で
き
る
人

　
注
1
　
基
準
日
に
お
い
て
、
病
院
、

診
療
所
、
老
人
保
健
施
設
に
1
0
年
4

月
3
0
日
以
前
か
ら
継
続
し
て
入
院
・

入
所
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
人
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
注
2
　
介
護
福
祉
金
は
、
福
祉
給

付
金
や
特
別
給
付
金
と
異
な
っ
て
、

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
に
対
す

る
在
宅
介
護
の
支
援
を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
人

が
福
祉
給
付
金
や
特
別
給
付
金
の
支

給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で
も
支
給

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
基
準
日
に
お
い
て
6
5
歳
以
上
の
人

で
、
1
0
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
が

課
さ
れ
な
か
っ
た
人
（
本
人
が
、
他

の
人
の
1
0
年
度
分
の
市
民
税
額
の
算

定
に
際
し
、
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た

は
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

当
該
他
の
人
に
1
0
年
度
分
の
市
民
税

が
課
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま

す
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
注
1
　
福
祉
給
付
金
と
同
様
に
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
、
社
会

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
注
2
　
同
一
の
人
が
、
福
祉
給
付

金
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に

は
特
別
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給
を

　
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
申
請
書

　
を
記
入
の
う
え
1
1
月
3
0
日
㈲
ま
で

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
で
は
対
象
見
込
者
に
対
し
て
、

　
1
0
月
上
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

　
す
。
1
0
月
中
旬
に
な
っ
て
も
申
請

　
書
が
届
か
な
い
人
で
、
受
給
で
き

　
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
問
い
合
わ

　
せ
て
く
だ
さ
い
（
福
祉
給
付
金
の

　
一
部
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
す

　
で
に
申
請
書
を
受
付
済
で
す
）
。

②
申
請
は
、
「
福
祉
給
付
金
」
「
介
護

　
福
祉
金
」
「
特
別
給
付
金
」
の
い
ず

　
れ
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
申
請

　
書
は
1
枚
だ
け
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

③
円
滑
な
支
給
事
務
を
進
め
る
た
め
、

　
申
請
書
を
提
出
す
る
際
に
、
給
付

　
金
の
請
求
と
受
領
を
市
長
に
委
任

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
申
請
書
の
提
出
後
、
受
給
資
格

　
が
認
定
さ
れ
る
と
支
給
（
口
座
振

　
込
）
さ
れ
ま
す
。

④
1
0
年
1
月
2
日
以
降
に
十
日
町
市

　
に
転
入
し
た
人
は
、
転
入
前
の
市

　
町
村
の
納
税
証
明
書
が
必
要
で

　
す
。
ま
た
、
市
外
の
人
の
扶
養
に

　
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
の

　
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。
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今
年
は
2
人
が
伽
歳
以
上
の
仲
間
入
り

～
鈴
木
さ
ん
、
水
落
さ
ん
を
表
敬
訪
問
～

　
9
月
1
4
日
㈲
、
敬
老
の
日
を
前
に

本
田
市
長
と
大
滝
十
日
町
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
が
、
今
年
度
市
内
で

満
百
歳
を
迎
え
た
2
人
の
お
年
寄
り

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
今
年
度
満

百
歳
を
迎
え
た
鈴
木
キ
ョ
さ
ん
と
水

落
テ
ツ
さ
ん
は
、
と
も
に
学
校
町
1

丁
目
に
お
住
ま
い
で
、
家
も
2
軒
隣

り
と
い
う
ご
近
所
ど
う
し
。

　
こ
の
日
、
大
滝
所
長
か
ら
は
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
お
祝
い
状
と
銀
杯
、

県
知
事
か
ら
の
お
祝
い
状
と
記
念
品

が
、
市
長
か
ら
は
お
祝
い
状
と
記
念

品
及
び
金
一
封
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

器
用
さ
は
健
在
で
、
今
も
趣
味
の
手

芸
を
続
け
て
い
ま
す
。

鈴木キヨさん（学校町1・明治3i年7月10日生）

　
か
つ
て
仕
立
て
の
先
生
を
し
て
い

た
と
い
う
鈴
木
キ
ョ
さ
ん
。
手
先
の

水落テツさん（学校町1・明治31年10月II日生）

　
水
落
テ
ツ
さ
ん
は
7
人
の
子
供
を

生
み
、
今
は
1
3
人
の
孫
と
1
2
人
の
曾

孫
が
い
ま
す
。
好
き
嫌
い
な
く
何
で

も
食
べ
、
散
歩
に
も
出
か
け
ま
す
。

歯
科
保
健
功
労
で

田
村
さ
ん
が
県
知
事
表
彰

田村隆二さん
（昭和町2・60歳）

　
9
月
8
日
㈹
、
新
潟
市
で
開
催
さ

れ
た
第
2
0
回
新
潟
県
歯
科
保
健
大
会

の
席
上
、
田
村
さ
ん
が
県
知
事
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
田
村
さ
ん
は
昭
和
4
3
年
か
ら
3
歳

児
歯
科
検
診
事
業
を
、
4
4
年
か
ら
は

十
日
町
中
の
学
校
医
を
引
き
受
け
、

現
在
に
い
た
る
ま
で
地
域
歯
科
医
療

に
献
身
的
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

歯
科
医
師
会
長
や
理
事
な
ど
を
2
5
年

問
歴
任
し
、
地
域
や
新
潟
県
の
歯
科

医
師
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
こ
れ
ら

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

十
日
町
総
合
高
校
が

関
東
管
区
警
察
局
長
賞
受
賞

　
十
日
町
総
合
高
校
（
樋
口
校
長
・

生
徒
数
5
9
3
人
）
が
交
通
安
全
功

労
団
体
と
し
て
、
関
東
管
区
警
察
局

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
校
内
の
交

通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で

は
、
毎
秋
「
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
」

な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
交

通
安
全
の
普
及
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
田
村
行
観
さ
ん
（
岩
野
）
、

宮
末
広
さ
ん
（
千
代
田
町
）
、
春
川
政

一
さ
ん
（
四
日
町
中
原
）
、
柳
隆
一
さ

ん
（
山
谷
）
が
交
通
栄
誉
章
緑
十
字

銅
章
を
、
橋
本
惣
太
郎
さ
ん
（
新
水
）
、

池
田
昭
三
さ
ん
（
河
内
町
）
、
高
橋
政

一
さ
ん
（
新
座
1
）
が
新
潟
県
警
察
本

部
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

交通安全の願いを込めてマス
コットを配布する女子生徒

　
9
月
9
日
㈱
、
老
人
保
健
施
設
サ

ン
プ
ラ
ザ
長
岡
の
施
設
長
・
亀
山
宏

平
さ
ん
を
迎
え
て
、
す
こ
や
か
エ
コ

ー
推
進
員
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
亀
山
さ
ん
の
講
演
内
容
を
か
い

つ
ま
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
人
口
推
移

　
新
潟
県
高
齢
者
現
況
調
査
に
よ
る

と
、
6
5
歳
以
上
の
人
口
は
5
人
に
1

人
で
す
。
今
後
も
高
齢
化
は
進
む
と

考
え
ら
れ
、
中
で
も
年
齢
が
高
く
介

護
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
後
期
高

齢
者
（
7
5
歳
以
上
）
の
増
加
が
予
測

さ
れ
ま
す
。

◆
老
後
の
過
ご
し
方
と
現
実

　
老
後
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
に

つ
い
て
は
、
「
元
気
な
う
ち
は
夫
婦
だ

け
で
、
年
を
と
っ
て
体
が
弱
っ
た
ら

子
供
に
面
倒
を
見
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
戦
前
は
、
家
・
墓
な
ど
す
べ
て
の

家
督
を
相
続
し
た
長
男
が
家
族
（
親
）

の
面
倒
を
見
、
墓
を
守
る
の
が
あ
た

り
ま
え
で
し
た
。
現
在
は
、
財
産
は

兄
弟
平
等
に
相
続
し
て
い
ま
す
。
財

産
は
平
等
に
、
親
の
面
倒
は
長
男
に

で
は
、
今
の
若
者
は
納
得
し
ま
せ
ん
。

　
都
会
に
住
む
子
供
の
場
合
は
、
住

宅
事
情
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
夫
婦
と
子
供
で
精
一
杯
の
住
宅

に
老
夫
婦
の
同
居
は
大
変
で
す
。

　
介
護
の
大
変
さ
も
あ
り
ま
す
。
3

年
以
上
介
護
を
し
て
い
る
人
の
9
割

が
寝
た
き
り
者
に
対
し
て
憎
し
み
を

感
じ
、
6
割
の
人
が
「
つ
ね
る
」
な

ど
の
虐
待
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

◆
老
後
の
生
き
方
へ
の
提
言

　
核
家
族
化
、
女
性
の
就
業
率
の
向

上
、
家
・
墓
に
対
し
て
の
考
え
方
の

変
化
な
ど
家
庭
を
取
り
巻
く
状
況
は

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
老
後
を
考
え
る
と
き
重
要
な
こ
と

は
①
介
護
は
実
の
親
子
よ
り
嫁
・
姑

の
関
係
が
良
い
（
親
子
よ
り
お
互
い

の
甘
え
を
減
ら
し
、
緊
張
感
を
作
る

た
め
）
②
夫
が
で
き
る
こ
と
は
妻
任

せ
に
し
な
い
で
自
分
で
す
る
　
な
ど

が
言
え
ま
す
。

　
サ
ン
プ
ラ
ザ
長
岡
に
入
所
し
て
い

る
人
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
そ
れ
ま

で
の
家
族
関
係
・
夫
婦
関
係
・
生
き

方
な
ど
が
、
入
所
後
の
家
族
の
対
応

や
面
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
を
心

配
す
る
の
で
は
な
く
、
日
々
の
暮
ら

し
や
家
族
の
在
り
方
を
見
直
し
、
毎

日
を
大
切
に
、
健
全
な
家
庭
を
維
持

し
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

平成10年9月25日号9
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　　　　「石彫のある町並み」

　石彫シンポジウムの作品がセンターク

ロスと本町4丁目アーケードに設置され

てから早1か月が過ぎました。石彫のあ

る街並みについて声をお聞きしました。

「雪衣」を毎日見ています。水野さんのお母さん㊧とお隣りの阿部さん

　
ア
ー
ケ
ー
ド
を
造
り
替
え
よ
う
と
、

平
成
7
・
8
年
と
町
内
で
調
査
や
ら

勉
強
会
を
持
ち
ま
し
た
。
彫
刻
が
い

い
な
と
思
っ
た
の
は
、
8
年
の
視
察

で
加
賀
漆
芸
童
夢
う
る
し
蔵
（
石
川

県
）
に
立
ち
寄
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

建
物
や
敷
地
の
い
た
る
所
に
ブ
ロ
ン

ズ
彫
刻
が
あ
る
ん
で
す
。

　
私
た
ち
も
ア
ー
ケ
ー
ド
の
工
事
と

一
緒
に
設
置
し
た
い
と
い
う
思
い
が

　　　　　　議　　　　甥　　　懸

まちの

　　　　　朝市「十の市」

　8月10日．十日町駅前の小千谷病院十

日町診療所駐車場で、初の「十の市」が

開かれました。元気なまちを願う民間主

導のこの企画。出店者や買い物客の皆さ

んの声をお聞きします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所、

　電話番号だけは明記してください。

◆送付先　10月10日ωまでに企画人事課

広報広聴係（〒948－8501十日町市干歳

　町3－3　智57－3111内線213）

あ
っ
た
か
な
作
品
を
作
家
に
注
文

　
　
　
　
　
　
　
水
野
正
則
さ
ん
（
本
町
4
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
）

あ
り
ま
し
た
が
、
彫
刻
が
事
業
の
補

助
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
、
関
係
機

関
の
設
置
許
可
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
あ
き
ら
め
た
経
緯
が
あ
っ
た
ん

で
す
。
と
こ
ろ
が
今
年
に
入
っ
て
芸

術
協
会
よ
り
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

話
が
あ
り
、
5
月
に
は
作
家
の
皆
さ

ん
が
様
子
を
見
に
来
ま
し
た
。
そ
し

て
具
体
化
し
た
わ
け
で
す
。

　
人
の
力
で
撤
去
し
な
い
限
り
は
永

久
に
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
抽
象
的

な
作
品
や
角
張
っ
た
も
の
は
駄
目
、

子
供
の
目
線
の
高
さ
の
も
の
、
さ
わ

っ
た
り
乗
っ
た
り
で
き
る
作
品
な
ど

と
、
作
家
の
皆
さ
ん
に
注
文
も
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
快
く
了
解
し

て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。
店
の
前
の
田
中
毅
さ
ん
の

「
雪
衣
」
は
、
最
初
は
南
か
ら
の
風

に
衣
が
な
び
き
、
衣
の
先
が
今
よ
り

ず
っ
と
尖
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
が
、

角
が
削
ら
れ
、
冬
の
北
か
ら
の
風
に

な
び
く
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　
作
家
の
皆
さ
ん
と
話
し
て
み
て
、

金
銭
的
な
問
題
で
は
な
く
、
作
品
を

設
置
し
て
も
ら
う
こ
と
に
張
り
合
い

を
持
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
一
流
作
品
で
な
く

と
も
、
若
い
作
家
を
対
象
に
す
れ
ば

予
算
を
か
け
ず
に
多
く
の
作
品
を
設

置
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
作

家
を
紹
介
し
た
地
元
紙
の
記
事
を
コ

ピ
ー
し
て
彫
刻
の
脇
に
立
て
ま
し
た
。

作
家
の
顔
が
見
え
、
制
作
の
意
図
が

分
か
れ
ば
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
る

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
う
し
た
作

品
を
あ
ち
こ
ち
で
見
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
楽
し
い
こ
と
で
す
ね
。

　
芸
術
協
会
、
彫
刻
会
、
文
化
協
会

連
合
会
は
じ
め
関
係
機
関
の
ご
支
援

で
生
ま
れ
た
シ
ン
ボ
ル
を
い
つ
ま
で

も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

⑳　　いちばんいいて

東京都葛飾区立石7－23－8（市内下条4丁目出身・59歳）

鈴木益雄さん
（大好き十日町会会員）

　
私
の
自
慢
は
自
然
と
環
境
に
恵
ま
れ
た
、
ふ

る
さ
と
十
日
町
で
す
。
数
1
0
年
前
ま
で
は
、
蒸

気
機
関
車
で
約
1
0
時
問
の
道
の
り
も
、
今
は
「
ほ

く
ほ
く
線
」
で
2
時
問
足
ら
ず
、
「
関
越
自
動
車

道
」
で
も
3
時
間
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
春
は

山
菜
、
秋
は
栗
拾
い
と
便
利
な
時
代
に
感
謝
し
、

ふ
る
さ
と
の
な
い
東
京
の
人
た
ち
に
も
「
大
好

き
十
日
町
会
」
を
通
し
て
十
日
町
を
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
「
ま
た
十
日

町
に
行
こ
う
か
」
と
い
う
と
、
1
0
人
が
2
0
人
と

輪
が
広
が
り
、
つ
い
に
は
4
0
人
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
ど
う
し
て
十
日
町
が
こ
ん
な
に
慕
わ
れ
る

の
か
」
と
考
え
て
み
た
ら
、
地
域
の
人
た
ち
の

心
の
温
か
さ
だ
と
思
い
当
た
り
ま
し
た
。
数
年

前
、
松
之
山
温
泉
に
泊
ま
っ
た
と
き
、
観
光
課

の
人
た
ち
が
「
松
之
山
に
は
な
に
も
な
い
か
ら
」

と
役
所
の
婦
人
部
で
地
元
の
盆
踊
り
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
明
日
は
山
菜
を
十
分
取
っ
て
ほ

し
い
と
山
菜
の
取
り
方
の
指
導
ま
で
し
て
い
た

だ
き
、
な
ん
と
心
や
さ
し
い
人
た
ち
か
と
感
激

し
ま
し
た
。

　
先
日
東
京
の
子
供
会
の
役
員
が
十
日
町
と
の

交
流
を
し
た
い
と
言
い
、
下
条
地
区
の
交
流
施

設
を
拝
見
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
実
際
に
見

て
、
充
実
し
た
施
設
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
で
は
あ
れ
は
危
険
だ
、
こ
れ
は
だ
め
と
一
方

的
に
規
制
し
て
し
ま
い
ま
す
。
子
供
に
自
主
体

験
で
き
る
環
境
を
与
え
、
体
験
す
る
こ
と
で
子

供
の
自
信
と
勇
気
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
な

に
げ
な
く
や
っ
て
い
る
地
区
の
役
員
と
職
員
に

賛
辞
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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小宮山晃夫さん
（十日町中学校教諭）

　
以
前
、
あ
る
方
が
街
づ
く
り
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
「
お
茶
漬
け
の
上
に
ス
テ
ー

キ
を
の
っ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
、
し

な
い
方
が
い
い
」
。
ス
テ
ー
キ
で
は
な

く
て
フ
ォ
ア
グ
ラ
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
要
は
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
な

ん
だ
と
。
収
ま
り
が
つ
く
と
か
、
ハ

ラ
に
収
ま
る
と
か
言
い
ま
す
が
、
こ

う
い
う
も
の
も
感
覚
な
ん
で
し
ょ
う
。

な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。

　
野
外
彫
刻
と
い
う
と
、
今
ま
で
は

生
活
と
街
に
マ
ッ
チ
し
た
作
品
づ
く
り

記
念
碑
と
し
て
、
そ
の
意
義
に
見
合

う
も
の
の
一
つ
に
彫
刻
が
選
ば
れ
、

設
置
さ
れ
て
い
た
経
緯
が
多
い
よ
う

　
　
　
　
　
く
さ
び

で
す
。
次
代
に
模
を
打
つ
も
の
で
す

か
ら
作
家
、
作
品
及
び
そ
の
精
神
性

と
も
に
優
れ
、
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
い

場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
こ
で
そ
の
と
き
生
活
し
て

い
る
人
た
ち
と
の
距
離
は
幾
分
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
街
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の

で
す
か
ら
記
念
碑
と
は
違
い
ま
す
。

置
か
れ
る
彫
刻
は
、
い
ま
生
き
て
い

る
人
、
次
に
生
き
て
い
く
人
、
そ
の

生
活
そ
の
街
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご

し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
街
の
人
、
置
く
人
、

作
る
人
の
意
見
交
流
も
必
要
で
し
た
。

お
互
い
に
譲
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

葛
藤
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
う

し
た
心
の
手
問
が
あ
っ
た
分
、
距
離

は
縮
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
と
り
は
こ
の
よ
う
に
考
え
、

や
っ
て
み
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
の
御
志
と
協
力
に
よ
り

良
い
空
間
が
で
き
ま
し
た
。
5
体
の

作
品
の
収
ま
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
世
の
中
様
々
な
感
覚
の
人
が
い

ま
す
。
お
茶
漬
け
の
上
の
ス
テ
ー
キ

を
無
性
に
喜
ぶ
人
も
い
ま
す
。
私
も

そ
う
し
た
部
分
を
少
し
は
持
っ
て
い

ま
す
。
で
も
現
実
に
は
、
こ
の
前
食

べ
た
お
茶
漬
け
の
上
に
は
み
そ
漬
け

が
の
っ
て
い
ま
し
た
し
、
う
ま
く
ハ

ラ
に
収
ま
り
ま
し
た
。

　
小
宮
山
さ
ん
（
芸
術
協
会
）
は
石
彫

シ
ン
ポ
第
1
・
3
回
の
作
家
。
今
年
の

第
4
回
は
事
務
局
を
務
め
ま
し
た
。

賓
蒼矛グ聖

ヴー

グ
㊥

　　　　　　　1　　茎　…　▼　　5

監調鑓醐・4
吉校卒業後、ライフケアうおぬまで働き始
同め3年が過ぎました。この職場は会社が

介護分野に進出するにあたって設立されたも

のです。私自身、入社直後からこの職場の設

立準備に携わってきたので、会社とともにこ

れまでの年月を歩んできた自負があります。

仕
　　事の目標として、これからもより良い介

　　護サービスを提供したいと思っています。

介護サービスを必要とする多くのお年寄りや

その家族と出会うたびに、人との触れ合いを

大切にしたいと願わずにはいられません。

趣
　　味は「美味しいラーメン店めぐり」です。

　　普段は仕事で介護用品の販売や配達に魚

沼・頚城の全域をかけ回っています。このた

め出先で昼食をとることも多く、回数を重ね

るたびに美味い店が分かるようになりました。

ただし体のことも考えて、好きなラーメンも

週1～2回に抑えています。私のお薦めは川

口町の某ラーメン屋です。詳しく知りたい方

はご連絡ください。

※人との出会いや触れ合いを大切にしたいという内藤

　さんの紹介で次回は根津由香さんにバトンタッチ。

　　　が　　　ゆゆ　　が“　ダー6’

Q　、．〆！
ト　鱗酵野酒〆

、》9娩

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ06

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

　酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

刊
盈
0
3
匿
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

葛
飾
区
の
方
々
と
の

　
　
交
流
の
輪
を
広
げ
る

　
先
日
、
都
内
の
あ
る
中
小
企
業

の
経
営
者
の
方
と
お
付
き
合
い
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
「
最
近
の

景
気
は
い
か
が
で
す
か
？
」
と
逆

に
お
尋
ね
に
な
り
ま
す
。

　
「
銀
座
、
有
楽
町
界
わ
い
を
歩

い
て
い
る
と
人
の
大
波
で
と
て
も

不
景
気
な
ど
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

事
務
所
に
お
い
で
に
な
る
方
の
お

話
で
す
と
、
前
年
に
比
べ
て
2
～
3

割
は
仕
事
が
減
っ
て
い
る
と
お
っ

し
ゃ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
」
と

お
答
え
す
る
と
、
「
そ
う
な
ん
で
す

よ
。
私
の
所
も
同
じ
で
す
。
最
近

終
電
車
に
乗
り
ま
し
た
か
？
去
年

と
全
然
人
の
数
が
違
い
ま
す
よ
。

今
の
景
気
は
人
災
で
す
よ
。
年
金

の
不
安
を
あ
お
る
。
医
療
費
の
負

担
は
引
き
上
げ
る
。
消
費
税
は
引

き
上
げ
る
。
こ
れ
で
景
気
は
よ
く

な
る
わ
け
は
な
い
で
す
よ
」
と
盛

ん
に
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
日
は
た
ま
た
ま
終
電
車
に

乗
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
偶
然

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
満
員
で
あ

る
は
ず
の
終
電
車
が
空
い
て
い
て
、

楽
々
と
腰
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
不
景
気
を
肌
で
感
じ

た
1
日
で
し
た
。

　
話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
8
月
の

下
旬
に
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

葛
飾
区
の
鈴
木
氏
か
ら
「
“
十
日
町

市
が
葛
飾
に
雪
を
運
ん
だ
り
、
柴

又
祭
り
に
参
加
し
た
り
積
極
的
に

交
流
を
求
め
て
い
る
。
私
た
ち
も

積
極
的
に
十
日
町
市
と
交
流
し
た

い
”
と
い
う
こ
ど
も
会
が
あ
り
ま

す
」
と
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
本
田
梅
の
小
こ
ど
も
会
（
児

童
数
2
2
7
人
）
の
役
員
3
人
が
、

鈴
木
氏
の
案
内
で
9
月
1
1
日
来
市

し
ま
し
た
。
下
条
の
「
四
季
の
風
」

の
方
々
と
交
流
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
持
っ
た
ほ
か
市
内
各
所
を
見

学
し
ま
し
た
。
2
3
日
に
は
農
協
主

催
の
稲
刈
ツ
ア
ー
に
こ
の
こ
ど
も

会
4
0
人
が
来
市
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
ほ
う
き
づ
か

　
葛
飾
宝
木
塚
こ
ど
も
会
に
次
い

で
2
番
目
の
交
流
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
n
月
7
日
に
は
柴

又
祭
り
の
主
催
者
「
葛
飾
明
る
い

社
会
を
造
る
会
」
の
役
員
約
4
0
人

が
来
市
し
ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　10月9日働

②交通事故相談　　　　10月12日（月）

③巡回職業援助相談　　10月16日樹

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
業
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤
10月8日休）神山博之弁護士

　　22日㈲大塚勝弁護士
午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

ヲ膨ホ，聾一じス
雷十日町市観光情報

　　　　　　　57口0500
圃くらしのダイヤル

　　　025ロ285ロ7000
騨5遡離2　バイオ食晶とは何か

1⑧海2～鞠擁9サプりメン欝（栄養補助

　　　　　食晶〉とは

鎗漁9～騨26消費盤活相談事例

　　　　　～健康嚢晶の糠ブル～

1曝簿縁1辮　食物繊維ブー鐵と様々

　　　　　叢嚢晶

か
け
ま
せ
ん
か

鰯
朋
籔

第
3
1
回
市
美
術
展

霧
会
期
H
1
0
月
1
8
日
㈲
～
2
0
日
㈹
霧
場
所

H
市
民
体
育
館
霧
応
募
H
未
発
表
作
品
に

限
り
ま
す
。
点
数
は
1
部
門
1
人
2
点
以

内
纏
部
門
H
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、
現

代
美
術
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
の

8
部
門
※
出
品
要
項
は
公
民
館
に
あ
り
ま

す
。
霧
出
品
料
判
各
部
門
と
も
一
般
1
点

千
円
、
2
点
千
5
百
円
、
高
校
生
以
下
1

点
5
百
円
霧
搬
入
H
1
0
月
1
4
日
㈱
午
前
9

時
～
午
後
8
時
3
0
分
市
民
体
育
館
ま
で
持

参
の
こ
と
％
搬
出
1
1
1
0
月
2
0
日
㈹
午
後
4

時
3
0
分
～
7
時
市
民
体
育
館
ま
で
預
り
証

を
持
参
の
う
え
引
取
り
霧
問
合
せ
H
公
民

館
本
館
（
盈
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

笏
日
時
判
1
0
月
3
日
㈹
午
後
3
時
～
4
時

纏
場
所
H
公
民
館
本
館
霧
入
場
料
H
無
料

纏
内
容
H
絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
ほ
か
雛
問
合
せ
H
公
民
館
本
館
へ
。

な
か
よ
し
ラ
ン
ド

獺
日
時
・
内
容
H
1
0
月
6
日
㈹
“
秋
の
遠

足
（
六
日
町
上
ノ
原
）
、
1
3
日
㈹
“
和
田
敬

子
先
生
（
サ
ン
ク
ロ
ス
）
、
2
0
日
㈹
（
サ
ン

ク
ロ
ス
）
、
2
7
日
㈹
（
市
民
体
育
館
）
霧
間

合
せ
H
公
民
館
本
館
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

雛
日
時
H
1
0
月
1
日
㈲
・
1
5
日
㈲
午
前
9

時
3
0
分
～
n
時
3
0
分
纏
場
所
“
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
霧
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童

家
庭
係
へ
。

第
9
回
消
防
ひ
ろ
ば

霧
日
時
H
1
0
月
1
8
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
霧
場
所
H
松
代
町
役
場
駐
車
場
（
雨

天
の
場
合
は
同
役
場
車
庫
）
霧
内
容
ロ
ミ

ニ
消
防
車
運
転
コ
ー
ナ
ー
、
わ
た
あ
め
コ

ー
ナ
ー
、
消
防
士
体
験
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
霧

問
合
せ
H
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
智
5
7

i
1
5
5
5
・
1
0
月
1
日
以
降
は
5
7
－
0

1
1
9
）
へ
。

お
い
で
手
話
ま
つ
り

霧
日
時
H
1
0
月
1
1
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
30
分
雛
場
所
目
西
小
学
校
体
育
館
霧

入
場
料
H
無
料
霧
内
容
H
寸
劇
、
パ
ン
ト

マ
イ
ム
、
手
話
ダ
ン
ス
ほ
か
籔
問
合
せ
h

健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

ア
レ
グ
ロ
フ
ロ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

霧
日
時
H
1
0
月
24
日
ω
午
後
7
時
～
纏
場

所
H
公
民
館
本
館
（
第
3
研
修
室
）
霧
入

場
料
H
無
料
霧
内
容
H
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー

ト
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
「
オ
リ
ー
ブ
の
首
飾

り
」
ほ
か
雛
間
合
せ
H
内
山
道
子
（
費
5
7

1
4
7
7
9
）
へ
。

第
6
回
コ
モ
通
り

　
　
　
　
　
有
名
駅
弁
大
会

膨
日
時
H
1
0
月
4
日
㈲
午
前
1
1
時
～
霧
場

所
H
大
光
銀
行
（
高
田
町
1
）
霧
内
容
目

灘
鍵

　
　
　
耀

総
　
　
難
・

縫
　
　
騰
鐡

灘
響

　
　
難
糧
、

コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑱

10

月
の

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
回
マ
ン
24
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
〉
▼
1
0
月
3
日
正
午
～
4
日
正
午
▼

松
代
町
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
徒
歩
で
5
分
）
▼
ー
チ
ー

ム
ー
0
人
以
内
で
、
1
周
2
・
2
㎞
の
コ
ー
ス
を
2
4
時
間
に
何
周
走
ら
れ
る
か

を
競
う
▼
松
代
町
教
育
委
員
会
（
智
0
2
5
5
9
－
7
1
2
3
0
1
）
へ
。

〈
菖
蒲
高
原
キ
ノ
コ
ま
つ
り
〉
▼
1
0
月
4
日
㈲
▼
菖
蒲
高
原
（
大
島
駅
か

ら
送
迎
バ
ス
あ
り
）
▼
キ
ノ
コ
狩
り
と
キ
ノ
コ
料
理
を
楽
し
む
（
予
約
制
）

▼
大
島
村
産
業
課
（
費
0
2
5
5
9
1
4
1
3
1
0
1
）
へ
。

〈
く
び
き
牛
丸
焼
き
ま
つ
り
〉
▼
1
0
月
4
日
㈲
ふ
る
さ
と
村
自
然
と
憩
の

森
（
牧
村
池
舟
、
う
ら
が
わ
ら
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
2
0
分
）
▼
く
び
き
牛

を
丸
ご
と
炭
火
で
焼
き
上
げ
て
食
べ
る
▼
ふ
る
さ
と
村
自
然
と
憩
の
森
（
費

0
2
5
5
1
3
3
1
5
6
0
3
）
へ
。

〈
上
越
市
美
術
展
覧
会
〉
▼
1
0
月
9
日
働
㌻
1
8
日
㈲
▼
雁
木
通
り
美
術
館

（
上
越
市
本
町
5
・
長
崎
屋
高
田

店
6
階
、
直
江
津
駅
か
ら
高
田
本

町
経
由
新
井
行
バ
ス
で
2
0
分
）
▼

上
越
市
社
会
教
育
課
（
盈
0
2
5

5
1
2
6
1
5
1
1
1
）
へ
。

〈
米
と
酒
の
謎
蔵
収
穫
祭
〉
▼
1
0

月
4
・
1
8
・
2
5
日
の
各
日
曜
日
▼

米
と
酒
の
謎
蔵
（
三
和
村
、
く
び

き
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
2
5
分
）
▼

日
本
酒
・
ワ
イ
ン
・
ビ
ー
ル
の
試

飲
会
、
ク
イ
ズ
、
利
き
酒
大
会
▼

米
と
酒
の
謎
蔵
（
盈
0
2
5
5
1

32

1
4
1
8
9
）
へ
。
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金
沢
駅
笹
寿
し
、
横
川
駅
峠
の
釜
め
し
、

高
崎
駅
ダ
ル
マ
弁
当
ほ
か
笏
前
売
券
販
売

所
H
青
山
商
店
、
か
や
も
り
商
店
霧
問
合

せ
H
ヤ
ナ
シ
ョ
ウ
（
智
5
7
1
2
4
4
0
）
へ
。

国
営
越
後
丘
陵
公
園

　
　
　
　
　
　
　
無
料
公
開

　
1
0
月
は
都
市
緑
化
月
間
で
す
。
国
営
越

後
丘
陵
公
園
（
長
岡
市
宮
本
東
方
町
）
で

は
、
期
問
中
の
1
0
月
1
0
日
ω
・
n
日
㈲
の

2
日
問
を
無
料
（
駐
車
場
は
有
料
）
公
開

日
と
し
ま
す
。
笏
問
合
せ
H
越
後
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
（
暦
0
2
5
8
1
4
7
1
8
0

0
1
）
へ
。

青
少
年
ホ
ー
ム
受
講
生
募
集

笏
講
座
名
H
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座
（
後
期
）

笏
期
間
目
1
0
月
1
2
日
～
1
2
月
1
4
日
の
月
曜

日
（
計
8
回
）
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
霧
場

所
H
青
少
年
ホ
ー
ム
獲
対
象
H
1
8
～
3
0
歳

ま
で
の
男
女
霧
受
講
料
H
千
5
百
円
（
前

期
受
講
者
は
千
円
）
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
の
利

用
未
登
録
者
は
受
講
料
の
ほ
か
に
利
用
者

協
議
会
費
5
百
円
、
傷
害
保
険
料
2
5
0

円
を
い
た
だ
き
ま
す
）
霧
講
師
H
大
口
悦

子
さ
ん
雛
申
込
み
H
1
0
月
9
日
働
ま
で
に

青
少
年
ホ
ー
ム
（
智
5
7
－
8
9
1
8
）
へ
。

地
球
環
境
セ
ミ
ナ
ー

　
地
球
環
境
に
よ
い
こ
と
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
霧
日
時
H
1
0
月
2
0
日
㈹

午
後
6
時
3
0
分
～
（
6
時
開
場
）
雛
場
所

”
ク
ロ
ス
ー
0
霧
参
加
費
H
5
百
円
（
高
校

生
以
下
無
料
）
霧
講
師
⊥
局
木
善
之
さ
ん

H
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
地
球
村
」
代
表
笏
問

合
せ
H
十
日
町
商
工
会
議
所
（
智
5
7
1
5

1
1
1
）
へ
。

え
ぷ
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

霧
日
時
H
1
0
月
2
2
日
㈱
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
3
0
分
霧
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
霧
参
加
費
H
5
百
円
笏
定
員

H
1
8
人
（
多
数
の
場
会
は
抽
選
）
雛
内
容
H

秋
の
懐
石
料
理
雛
申
込
み
H
東
北
電
力
㈱

十
日
町
営
業
所
（
智
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

霧
日
時
H
1
0
月
7
日
㈱
午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
2
時
3
0
分
霧
場
所
H
中
里
村
清
津
ス

キ
ー
場
霧
参
加
費
ロ
無
料
霧
申
込
み
H
1
0

月
1
日
㈲
ま
で
に
市
民
生
活
課
生
活
環
境

係
へ
。
※
当
日
は
午
前
8
時
2
0
分
ま
で
に

市
役
所
正
面
玄
関
集
合
。

ス　　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
9
8
十
日
町
R
U
N
・
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
〉

霧
日
時
H
1
0
月
1
0
日
ω
午
前
1
0
時
～
（
受

付
9
時
・
雨
天
決
行
）
雛
場
所
H
陸
上
競

技
場
と
そ
の
周
辺
影
種
目
・
参
加
費
目
ち

び
っ
こ
ラ
ン
（
1
人
5
百
円
）
、
リ
レ
ー
（
ー

チ
ー
ム
千
円
）
、
ミ
ニ
駅
伝
（
ー
チ
ー
ム
千

円
）
霧
申
込
み
H
1
0
月
2
日
働
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
（
盈
52
－
4

3
7
7
）
へ
。

〈
健
康
水
中
歩
行
教
室
〉

笏
日
時
H
1
0
月
1
2
日
㈲
・
1
5
日
㈲
・
1
9
日

㈲
・
2
2
日
㈱
・
2
6
日
㈲
・
2
9
日
㈲
、
H
月

2
日
㈲
・
5
日
㈲
の
計
8
回
午
前
1
0
時
3
0

分
～
n
時
3
0
分
笏
場
所
“
十
日
町
体
力
つ

く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
笏
対
象
H
1
8

歳
以
上
の
人
霧
受
講
料
1
1
一
般
4
千
円
、

会
員
3
千
5
百
円
（
税
別
・
十
日
町
方
面

へ
の
バ
ス
利
用
料
は
別
に
5
百
円
）
笏
申

込
み
H
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
（
盈
5
8
1
3
3
4
3
）
へ
。

〈
第
3
回
ほ
く
ほ
く
線

　
　
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
綱
引
き
大
会
〉

雛
日
時
H
n
月
1
4
日
ω
午
前
9
時
3
0
分
～

霧
場
所
“
松
代
町
総
合
体
育
館
霧
募
集
チ

ー
ム
数
H
2
チ
ー
ム
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
霧
選
手
編
成
H
男
5
人
、
女
3
人
、

小
学
生
2
人
の
計
1
0
人
で
、
合
計
体
重
が

㎜
㎏
以
内
笏
申
込
み
H
1
0
月
9
日
働
ま
で

に
商
工
観
光
課
（
暦
5
2
1
5
5
6
9
）
へ
。

◆
「
法
の
日
週
間
」
法
務
行
政
相
談
所
開
設

　
法
務
局
十
日
町
支
局
・
十
日
町
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
・
司
法
書
士
会
・
土
地
家

屋
調
査
±
会
で
は
、
1
0
月
1
日
か
ら
7
日

ま
で
の
「
法
の
日
週
間
」
行
事
の
一
環
と

し
て
共
催
に
よ
る
無
料
法
務
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
笏
日
時
”
1
0
月
1
5
日
内

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
移
場
所
”
上
野
地

区
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
川
西
町
）

笏
相
談
内
容
時
土
地
・
建
物
な
ど
の
不
動

⑱

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
中
学
生

や
高
校
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、

◆
中
・
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

　
マ
ー
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

◆
中
・
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

　
マ
ー
ス
ク
ー
ル

◆
み
ず
さ
わ
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ァ
ス
ク
ー
ル

◆
中
条
地
区
じ
ょ
ん
の
び
会
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア

◆
ふ
れ
あ
い
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
2
4
時
間
テ
レ
ビ
街
頭
募
金
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア

に
約
8
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？
」

と
難
し
く
考
え
る
人
も
た
く
さ
ん

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、

　
い
つ
で
も

　
ど
こ
で
も

　
だ
れ
で
も

で
き
る
活
動
で
す
。
こ
の
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
っ
て
何
だ
ろ
う
と
興
味

を
も
つ
こ
と
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　
活
動
を
始
め
た
ら
、

　
無
理
せ
ず

　
細
く
て
も

　
長
く

続
け
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
活
動

　
　
　
　
　
り

の
中
身
が
み
え
て
き
ま
す
。
土
・

日
曜
日
や
冬
休
み
な
ど
を
利
用
し

て
、
今
回
活
動
し
た
施
設
へ
行
っ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
理
由
は
何
で
あ
れ
、
参
加
し
活

動
し
て
み
な
け
れ
ば
ど
ん
な
も
の

か
分
か
ら
な
い
は
ず
。
せ
っ
か
く

の
夏
休
み
で
す
の
で
、
新
し
い
こ

と
に
目
を
向
け
て
み
る
の
も
楽
し

い
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
た
く
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
問
合

　
せ
は
、
十
日
町
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
セ
ン
タ
ー
（
智
5
7
1
3
1
1

　
1
・
内
線
減
）
へ
。

〈
お
知
ら
せ
〉

　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
次
号
か
ら
こ
の
”
福
祉
の
窓
”

で
介
護
保
険
制
度
を
紹
介
し
て
い

く
予
定
で
す
。
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多

セ1翻il灘ll

産
登
記
問
題
、
会
社
・
法
人
登
記
の
問
題
、

戸
籍
・
国
籍
問
題
、
人
権
問
題
、
多
重
債

務
問
題
な
ど
笏
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
市

民
係
へ
。

◆
無
料
法
律
相
談
週
間
　
新
潟
県
司
法
書

±
会
で
は
1
0
月
1
日
の
法
の
日
に
ち
な
ん

で
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。
笏
期
問

H
1
0
月
1
日
㈲
～
7
日
㈱
笏
場
所
”
県
内

各
司
法
書
±
事
務
所
笏
内
容
H
登
記
、
供

託
、
裁
判
所
提
出
書
類
の
作
成
ほ
か
勿
間

合
せ
1
1
新
潟
県
司
法
書
士
会
（
暦
晒
ー
脇

1
1
5
8
9
）
へ
。

◆
行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
所
　
笏
日
時

桂
1
0
月
1
8
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
笏

場
所
1ー
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
笏
内
容
”
土

地
、
営
業
許
可
、
法
人
設
立
、
記
帳
処
理

ほ
か
笏
問
合
せ
H
風
巻
和
男
事
務
所
（
智

65
1
3
9
0
3
）
へ
。

◆
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
…
番

　
借
金
返
済
で
お
悩
み
の
方
、
電
話
で
の

無
料
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
笏
日
時
”

10

月
4
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
の
電

話
番
号
H
晒
－
塑
1
0
6
3
3
（
当
日
限

り
で
す
）

◆
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
（
消
防
本

部
・
署
）
の
電
話
番
号
変
更
　
m
月
1
日

か
ら
代
表
電
話
番
号
が
0
2
5
7
1
留
1

0
1
1
9
に
変
わ
り
ま
す
、
な
お
、
火
災
・

救
急
・
救
助
等
の
通
報
は
従
来
通
り
の
1

1
9
番
で
す
．
※
携
帯
電
話
を
使
っ
て
の

緊
急
通
報
は
0
2
5
7
f
ワ
！
0
1
1
9

に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
6
月
～
9
月
分
の
児
童
手
当
を
振
込
み

ま
す
　
児
童
手
当
は
、
3
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
て
、
所
得
が
一
定
額
に
満

た
な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
6
月
～
9

月
分
の
手
当
は
、
1
0
月
9
日
㈹
に
受
給
者

の
口
座
に
振
込
み
ま
す
。
笏
手
当
の
額
”

1
人
・
2
人
目
↓
月
額
5
千
円
、
3
人
目

以
降
↓
1
人
に
つ
き
月
額
1
万
円
笏
問
合

せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
排
水
設
備
等
指
定
工
事
業
者
の
新
規
登

録
・
登
録
更
新
申
請
受
付
　
笏
受
付
期
問

H
1
0
月
1
日
㈲
～
1
5
日
内
笏
指
定
期
間
H

10
年
H
月
1
日
～
1
5
年
1
0
月
31
日
笏
提
出

書
類
“
指
定
更
新
申
請
書
、
商
業
登
記
簿

謄
本
及
び
定
款
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
ま
た
は
外
国
人
登
録
証
明
書
及

び
履
歴
書
、
専
属
責
任
技
術
者
名
簿
ほ
か

笏
手
数
料
1
1
3
千
円
（
申
請
時
納
入
）
笏

間
合
せ
H
下
水
道
課
（
下
水
処
理
セ
ン
タ

ー
内
盈
52
1
7
4
4
1
）
へ
。

◆
1
0
月
1
日
は
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

　
1
0
月
1
日
、
5
年
に
1
度
の
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
住
宅
・
土
地
に
関
す
る
大
規
模
で
最
も

基
本
的
な
調
査
で
す
。
全
国
の
約
4
百
万

世
帯
、
市
内
の
約
2
千
3
百
世
帯
が
調
査

対
象
と
な
り
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
っ
た

　明るい服装、早めのライトを
　　　　　　　　　心がけましょう

　これからの時期は夕暮れが早まり、夕方

から夜間にかけて例年交通事故が多発して

います。

ドライバーは早めにライトを点灯し
　　　　　　　　より慎重な運転を／

　歩行者は明るい服装や反射材を身に付け

るなど、お互いに交通事故防止に心がけま

しょう。

安心は目くばり気くぱり思いやり！

　　反射材を活用しましょう

◎夜間、運転者から見える距離は
　　　　　（最つぽ襲）（盟る嚢）　（反射材）

裡帰

・
嚇

じ

　　　　　　　　30m　　 50m　　　　　120m

●運転者から明るい服装で50m、黒っぽい服装では30m
　まで近づかなければ見えません。

●反射材を付けている人は、運転者から100m以上離れて

　いても見えます。

（財）日本交通安全教育普及協会による反射材の視認性実験（日本自動車

研究所にて）

市内の8月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

10年 22（164） 28（186） 1（4） 35（379）

9年 21（134） 29（157） 0（2） 34（347）

《八ローワークから
　　　　　お願いします》

事業主の皆さんへ求人申込みのお願い

長引く景気低迷から、求人は減少し求

者が増加する傾向が強まっています。

職者の中には豊富な職業経験と有能な

術・知識を持った人が早期就職を望ん

います．ぜひ求人申込みをお願騨ます。

特定求職者雇用開発助成金

雇用保険適用事業主で、ハローワーク

求人申込をして、45歳以上の人や障害

を採用した事業主に、特定求職者雇用

発助成金が支給されます。支給額は1
間に支払った金額の1／4～1／3です。

障害者雇用の集団選考会

笏目時＝10月28日㈱

　　　　午後1時30分～4時

雛場所＝クロス10

間合せニハローワーク十日町

　　　　　　　　（盈57－2407）へ。

　
　
　
　
　
◆
　
　
職
求
技
で
◆

世
帯
に
は
、
9
月
2
3
日
か
ら
調
査
員
が
調

査
票
を
持
っ
て
調
査
の
お
願
い
に
伺
つ
て

い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、

調
査
内
容
は
統
計
を
作
る
た
め
だ
け
に
使

用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
笏
問
合
せ
一
総
務

課
文
書
統
計
係
へ
。

◆
徹
底
し
た
薬
品
類
の
保
管
管
理
を
！

　
和
歌
山
市
や
新
潟
市
で
薬
物
中
毒
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
職
場
や
家
庭
な
ど
で

使
う
薬
品
類
の
中
に
は
、
誤
っ
て
飲
ん
だ

り
、
眼
に
入
れ
た
り
皮
膚
に
付
け
た
り
す

る
と
健
康
を
そ
こ
な
う
有
毒
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。
不
適
切
な
保
管
管
理
で
思
わ
ぬ

事
件
や
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
①
飲
食
物
と

区
別
し
て
保
管
す
る
②
飲
食
物
の
容
器
に

移
し
換
え
な
い
③
子
供
の
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
置
か
な
い
④
毒
物
、
劇
物
な
ど
あ
ら

か
じ
め
有
毒
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の

は
、
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管
す
る
⑤
定

期
的
に
残
量
や
在
庫
の
確
認
を
す
る
⑥
盗

に
者
開
年
◆
　
　
　
　
◆

ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
場
合
は
最
寄
り
の
警

察
署
に
届
け
る
⑦
む
や
み
に
廃
棄
し
な
い

笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
盈
5

7
1
2

4
0
0
）
へ
。

◆
調
子
は
い
か
が
、
あ
な
た
の
愛
車

　
9
月
・
1
0
月
は
自
動
車
点
検
整
備
推
進

運
動
期
間
で
す
。
道
路
交
通
の
安
全
確
保

と
住
み
よ
い
環
境
を
守
る
た
め
、
適
切
な

点
検
整
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
笏
問
合
せ

H
長
岡
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
（
奮
0

2
5
8
1
2
2
1
1
1
3
1
）
へ
。

◆
1
0
年
度
（
後
期
）
技
能
検
定
　
国
家
検

定
制
度
に
基
づ
く
各
種
技
能
検
定
で
す
。

笏
実
技
試
験
H
問
題
公
表
一
1
1
月
2
7
日

㈹
、
実
施
H
1
2
月
7
日
㈲
～
1
1
年
2
月
21

日
㈲
笏
学
科
試
験
H
n
年
1
月
31
日
㈲
・

2
月
7
日
㈲
・
2
月
1
4
日
㈲
笏
申
込
み
・

実
施
職
種
・
問
合
せ
H
1
0
月
1
日
㈲
～
1
6

日
㈹
ま
で
に
新
潟
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
盈
晒
－
珊
1
2
1
5
5
）
笏
問
合
せ
H

商
工
観
光
課
（
智
52
1
5
5
6
9
）
へ
。
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秋
期
ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）

　
　
　
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

霧
対
象
と
な
る
子
一
①
1
0
月
1
日
現
在
3

　
か
月
～
接
種
日
現
在
7
歳
半
に
該
当
す

　
る
子
で
、
過
去
未
接
種
か
1
回
の
み
の

　
子
。
②
平
成
1
0
年
1
月
2
日
～
1
0
年
7

　
月
1
日
に
生
ま
れ
た
子
に
は
個
別
通
知

　
を
し
ま
す
。

雛
投
与
の
方
法
H
6
週
間
以
上
の
間
隔
で

　
2
回
投
与
し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
間
隔

　
が
離
れ
た
場
合
で
も
2
回
受
け
て
く
だ

　
さ
い
。

雛
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
子
H
①
発
熱
し

　
て
い
た
り
、
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る

　
子
②
過
去
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
症
状

　
を
起
こ
し
た
子
③
下
痢
を
し
て
い
る
子

霧
投
与
前
の
注
意
“
①
お
子
さ
ん
の
健
康

　
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
予
診
票
の

　
記
入
が
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ

　
さ
い
。
都
合
の
つ
か
な
い
と
き
は
、
あ

　
ら
か
じ
め
予
診
票
を
健
康
福
祉
課
に
取

　
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。
②
投
与
前
は
、

　
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
投
与
日
は
、
会
場
で
体
温
を
測
り
ま

　
す
。
④
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」

　
を
必
ず
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。

雛
持
参
す
る
も
の
H
①
母
子
健
康
手
帳
②

体
温
計
③
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

　
な
い
と
き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

　
市
町
村
か
ら
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」

　
を
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

霧
受
付
時
間
H
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0

分
（
時
間
厳
守
）

籔
会
場
H
保
健
セ
ン
タ
ー

纏
問
い
合
わ
せ
一
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
へ
。

〈
日
程
表
〉

　
　
灘
　
…

十
日
町
・
吉
田

10

月
7
日
㈱

川
治
・
六
箇
・
下
条

10

月
8
日
㈲

中
条
・
水
沢

10

月
9
日
㈹

痴
ほ
う
性
老
人
の

　
　
　
　
　
　
　
介
護
相
談

霧
日
時
H
1
0
月
1
6
日
樹
午
後
2
時
～
4
時

霧
場
所
“
十
日
町
保
健
所
霧
担
当
医
H
須

賀
医
師
（
中
条
病
院
）
霧
相
談
料
H
無
料

籔
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
智
5

7
1
2

4
0
0
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

霧
日
時
“
9
月
2
9
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
霧
場
所
H
十
日
町
保
健
所
雛
担
当
医

一
田
村
医
師
（
五
日
町
病
院
）
繊
問
合
せ

H
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

酒
害
の
相
談

雛
日
時
目
1
0
月
1
6
日
樹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
雛
場
所
目
十
日
町
保
健
所
雛
問
合
せ

目
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

甲10月の休日救急医

4日（日）

大島医院（川原町）盈52－2957
10日ω　体育の日

大坪医院（四日町新田2）費57－6100
11日（日）

庭野医院（寿町4）智52－2711
18日（日）

田中外科医院（田中町本通り）盈52－2403

25日（日）

池田医院（本町西1）岱52－2581

田
翻

むし歯のないよい歯の子
　8月の3歳児健診を受けた子30人

者
　
彦
幸
　
　
　
　
文
市
一
　
一
夫
夫
雄
次

護
修
　
　
勉
〃
〃
勉
　
　
　
仁

保
　
和
雅
　
　
　
　
正
徳
林
　
嘉
久
幹
重
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

翻
騰
如
〃
〃
禦
㈱
轟
構
縄

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
奈
希
じ
志
か
香
き
輝
か
香
り
里
子
美
た
太
子
り
太
ず
佳
朗

㌘
議
蔀
ぷ
汐
綾
薪
香
の
裕
す
墜

歯
満
美
原
さ
沙
伽
大
あ
明
　
　
奈
　
梨
み
　
み

智
村
笠
林
”
”
身
坂
永
辺
水
黒
井
田
田

　
関
田
小
小
　
　
尾
保
徳
渡
清
目
廣
柳
広
島

10月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
隣贈児／

14日
休）

午後1時

～1時45分
7年4月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

15日
（木）

午後1時

～1時45分
9年4月
生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

21日
（水）

午後1時

～1時30分

10年6月

生まれの乳児

10か月児
身体測定

20日
（幻

午前9時15分

　　～10時

9年12月
生まれの乳児

麟編劉

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成7年5月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。11月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、10月15
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

10月の健康相談

会　場 期日 時　　　間

保健センター 5・12・19・26硯） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

13日（幻

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

15日㈱

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

羽 根　川 “
斗士

16日働

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

23日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

10月の献血車
◆全血献血　14日㈱（終日）吉沢織物㈱

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　7日㈱（終日）十日町市役所

　　　　　21日㈱（終日）十日町建設会館
＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　電話で申し込んでください。所要時間は約60

　分です。
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　コモ市出身のアントニオ・ラッティは大企業家・デザイ

ナー・収集家という3つρ顔をもち、それぞれの立場から

織地の表現力追求に半生をかたむけた功労者として知られ

ています。

　企業家ラッティは天然繊維やプリント生地の生産で質・

量とも．に世界最高氷準を誇るグループ企業を率いています。

また先月紹介したベルサーチェを長年支え続けてきたこと

でも有名です。ラッティは単なる資本家にとどまらず、1985

年にはコモに「ラッティ財団」を設立し、織物分野の功労

者や研究に幅広く奨励資金を与える活動を行っています。

　さらに、収集家としての彼は1960年に織地のコレクショ

センター内の作業　　　難・鑛懸灘難雛灘鍵
風景（か　　蕪灘纒．、．一緯雛難難灘．灘

ンを開始。これまでに2，870点の織地を全世界から集めまし

た。そんな世界遺産を活かそうと1995年にはニューヨーク

のメトロポリタン美術館内に「アントニオ・ラッティテキ

スタイルセンター」が設立されています。このセンターに

は織地の保存や研究に関する世界で最も優れた技術と設備

が整っています。広大な展示場には、お城や宮殿、教会を

彩ったタペストリーやカーペットをはじめ紀元前4世紀か

ら現代にいたる織地の遺産36，000点を見学できます。皆さ

んもニューヨークを訪れた際はぜひお立ち寄りください。

※文章と日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。

うちのパソコンの話。

　　　　　総合マクト

暴
－
・
一

　
　
　
　
　
　
　
あ
千

瓜、

◎
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
距
面
秘

　
　
　
　
止
ま
、
文
装

　
　
　
　
、
う
、
ミ

殴
k
な
時
は

電
源
を
切
，
文

恵刷終3

一
歴
ゆ

’
　
　
　
4
／

　
　
　
し
が
し

　
　
　
凌
駅
で
も

　
　
　
ヘ

　
　
　
タ
￥
馨
は

藏
蓄
シ
岱

　
く
　
じ
　

幻
硲

す
ヤ
こ
も

％

　
　
　
　
，
　
〆
－

　
　
で
嵐
轟
終
誓
旭

　
　
　
妙
な
瞭
電
セ
俺
曽

　
　
　
　
誘
ン
い
q
が

　
　
　
襲
な
①
朴
…

　
一

スクールNOW
みんなげんきいっぱいで

　　　じょう邸な心と体を持ち

　　　よろこびの

　　　じ　　　つまれる学校下条中学校

蹴　欄

下条中学校

緬．30

　繍 　
　　
　

　下条中学校は今年度、生徒会が中心とな

り「明るくあいさつを交わし合おう」「学ぶ

雰囲気づくりに努めよう」を合い言葉に活

力のある学校づくりに取り組んでいます。

　登校時、生徒たちが街角に立ち「おはよ

うございます」と大きな声で地域の小学生

や、登校途中の中学生、そして大人の人た

ちにあいさつを行っています。

　学習面では、みんなが教え合い、学び合

って学力が向上するよう、学級掲示の工夫

や、夏休みの課題を生徒会が中心となって

難

醗
微

舘
W

　　講　　　　作成するなど、みんなで学力が伸びるよう
　　　　協力しています。

　　　　　まだまだ大きな成果が見えてきたとは言
　　　要
鰹えません力斗小さな努力の積み重ね力状き
　灘馨　　な感動を生むと信じています。
　鍵謬
嫌灘　　　教育目標は「進んで取り組み、最後まで

　　　　やり抜く生徒」です。生徒一人ひとりの目

　　　　標の達成に、学校、家庭、地域が一体とな

，　榊，鵬．、

　
月
並
み
な
言
葉
で
す
が
、
月
日
の
経
つ
の

は
早
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
（
過
ぎ
去
れ
ば

こ
そ
な
ん
で
し
ょ
う
が
）
。
ク
ロ
ス
ー
0
が
開
館

し
た
昭
和
58
年
5
月
、
ち
ょ
う
ど
私
は
商
工

課
勤
務
（
現
商
工
観
光
課
）
で
し
た
。
そ
の

年
4
月
に
は
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
も
完
成

（
5
月
供
用
開
始
）
し
、
こ
の
地
域
に
2
つ

の
で
か
い
建
物
が
出
来
た
ん
だ
な
と
思
っ
た

も
の
で
す
。
ク
ロ
ス
ー
0
は
「
十
日
町
き
も
の

文
化
セ
ン
タ
ー
」
構
想
か
ら
始
ま
り
、
そ
の

後
、
方
向
が
変
更
さ
れ
「
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
国
（
通
産
省
）
か
ら
計
画

第
1
号
の
指
定
を
受
け
た
も
の
で
す
。
市
内

で
は
、
そ
れ
こ
そ
一
番
多
目
的
に
利
用
さ
れ

て
き
た
施
設
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の

部
屋
か
ら
ク
ロ
ス
ー
0
は
ま
さ
に
丸
見
え
。
ほ

う
き
片
手
に
駐
車
場
を
掃
除
し
た
り
、
芝
刈

り
を
し
た
り
、
お
客
さ
ん
の
誘
導
を
し
た
り
、

冬
は
雪
か
き
を
し
た
り
す
る
職
員
の
姿
を
目

に
し
ま
す
。
ま
た
、
職
場
の
関
係
で
職
員
と

接
す
る
機
会
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

と
き
、
行
政
と
民
間
出
資
の
第
三
セ
ク
タ
ー

「
ク
ロ
ス
ー
0
」
職
員
の
姿
を
真
似
し
な
け
れ

ば
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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